
一
三

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）

は
じ
め
に

本
稿
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
に
つ

い
て
、
書
誌
的
な
検
討
を
加
え
た
上
で
、
翻
刻
文
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
指
摘
し

う
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
松
平
太
郎
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
側
衆
の
制
度
的
変
遷
を
説

明
し
て
お
き
た
い

1

。

江
戸
幕
府
の
側
衆
は
寛
永
期
（
一
六
二
四
〜
四
四
）、
徳
川
家
光
の
「
御

側
」
中
根
平
十
郎
正
盛
に
始
ま
る
将
軍
側
近
役
人
で
あ
る
。
寛
永
十
七
年

（
一
六
四
〇
）、
久
世
大
和
守
広
之
（
小
姓
組
番
頭
兼
帯
）
が
側
衆
に
就
任
し
、
承

応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
は
、
久
世
大
和
守
広
之
（
小
姓
組
番
頭
）・
牧
野
佐
渡

守
親
成
（
書
院
番
頭
）・
内
藤
出
雲
守
忠
由
（
小
姓
組
番
頭
）・
土
屋
但
馬
守
数
直

（
小
姓
組
番
頭
）
の
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
番
方
の
役
職
を
解
か
れ
、
側
衆
に
任
命
さ

れ
る
。
こ
れ
以
後
、
側
衆
に
任
命
さ
れ
る
者
は
、
側
衆
を
専
職
と
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
側
衆
は
、
享
保
期
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
に
制
度
的
画
期
を
迎
え
る
。

こ
れ
は
、
徳
川
吉
宗
が
将
軍
就
任
に
際
し
、
紀
州
藩
士
有
馬
氏
倫
・
加
納
久
通
を

幕
臣
と
し
て
側
衆
に
起
用
し
、
両
人
を
御
用
掛
（
＝
御
側
御
用
取
次
）
に
任
命
し

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
の
側
衆
は
、
御
側
御
用
取
次
を
勤
め
る
側
衆
と
、
そ
れ

以
外
の
一
般
の
側
衆
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
松
平
氏
は
側
衆
の
始
ま
り
を
寛
永
期
の
「
御
側
」
中

根
正
盛
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
北
原
章
男
氏
は
、『
柳
営
補
任
』
な
ど
を
根
拠
に
、
中
根
正
盛

を
側
衆
の
源
流
と
し
、
側
衆
の
設
置
を
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
久
世
・
牧
野
・

内
藤
・
土
屋
が
側
衆
を
専
職
と
し
た
時
で
あ
る
と
し
て
い
る

2

。
し
か
し
、「
江
戸

幕
府
日
記
」
寛
永
十
七
年
六
月
十
六
日
条
に
は
、「
久
世
大
和
守
於
奥
、
御
側
御

奉
公
可
仕
之
旨
上
意
有
之
、」
と
い
う
記
事
が
確
認
で
き
る

3

。
こ
の
「
御
側
御
奉

公
」
と
は
、
承
応
二
年
以
降
の
側
衆
就
任
者
に
も
使
用
さ
れ
る
文
言
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
筆
者
は
、
側
衆
の
設
置
に
関
し
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

早
稲
田
大
学
大
学
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教
育
学
研
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「
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一
四

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）

本
稿
で
は
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
、「
慶
安
中
御
側
衆

条
目　

全
」
の
分
析
を
行
い
、
慶
安
期
（
一
六
四
八
〜
一
六
五
一
）
に
お
け
る
御

側
衆
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

１　
 

国
立
公
文
書
館
所
蔵 

「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
概
要
と
翻
刻

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
は
、
慶
安
四
年
に
側
衆

に
対
し
て
申
し
渡
さ
れ
た
条
文
を
収
録
す
る
史
料
で
あ
る
。
同
史
料
は
、
同
館

の
請
求
記
号
一
八
〇－

〇
〇
一
一
、
全
六
帖
の
袋
綴
じ
の
冊
子
体
で
あ
り
、
寸
法

は
、
縦
二
六
・
五
㎝×

横
八
・
八
㎝
。
表
紙
に
は
、
後
題
箋
で
「
慶
安
中
御
側
衆
条

目　

全
」
と
表
題
が
記
さ
れ
る
。
本
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
仮
名
が
多
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

本
文
末
に
は
、「
慶
安
四
年
十
二
月
廿
八
日
」
に
こ
の
条
文
が
申
し
渡
さ
れ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
史
料
は
冊
子
体
で
伝
存
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
慶
安
四
年
に
申
し
渡
さ
れ
た
も
の
を
後
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

で
は
、「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
に
み
ら
れ
る
条
文
と
同
様
の
写
本
が
他

に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
①
〜
③
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

①
、 『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
名
称
で
は
、

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
一
冊
だ
け
伝
存
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る

4

。

②
、 『
徳
川
実
紀
』
慶
安
四
年
十
二
月
二
十
八
日
条
に
は
、
酷
似
す
る
条
目
が
記

さ
れ
て
い
る

5

。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、「
武
家
厳
制
録
」
初
出
と
あ
る
が
、
同

書
を
確
認
し
て
も
同
様
の
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い

6

。

③
、 「
江
戸
幕
府
日
記
」
慶
安
四
年
十
二
月
二
十
八
日
条
に
は
、「
一
御
守
衆
・

御
小
姓
衆
・
御
小
納
戸
衆
常
々
御
奉
公
勤
仕
之
作
法
、
伊
豆
守
・
和
泉

守
・
豊
後
守
列
座
有
而
条
目
読
聞
之
、」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
老
中
列
座
の

も
と
、
御
守
衆
・
御
小
姓
衆
・
御
小
納
戸
衆
に
条
目
が
申
し
渡
さ
れ
た
こ

と
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
条
文
の
内
容
に
関
す
る
記
載
は
な
い

7

。

「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
に
収
録
さ
れ
る
条
文
は
、
同
史
料
の
み
で
確
認

す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
慶
安
四
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
老

中
列
座
の
も
と
御
守
衆
・
御
小
姓
衆
・
御
小
納
戸
衆
に
、
口
頭
で
申
し
渡
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
御
側
衆
と
称
さ
れ
る
の
は
、
の
ち
に
役
職
と
し
て
確
立
す

る
側
衆
で
は
な
く
、
将
軍
の
御
側
の
衆
を
表
す
汎
称
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

次
に
、
同
史
料
が
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
伝
存
過
程
を
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
。
本
文
二
頁
〜
三
頁
に
捺
印
さ
れ
て
い
る
二
種
類
（
Ａ
・
Ｂ
）
の

蔵
書
印
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

Ａ
は
、「
秘
閣
図
書
之
章
」
印
（
甲
種
）
で
あ
り
、
明
治
十
二
年
十
二
月
以
降
、

太
政
官
正
院
歴
史
課
の
管
理
下
に
あ
っ
た
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
書
に
捺
印
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
Ｂ
は
、「
日
本
政
府
図
書
」
印
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
に
お
い
て
明
治

十
九
年
二
月
以
降
、
昭
和
七
年
に
通
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

8

。

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
、
江
戸
城
紅
葉
山
に
あ
る
書
物
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も

の
が
、
明
治
維
新
後
、
内
閣
文
庫
か
ら
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。



一
五

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）

以
上
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
は
、
①
管
見
の

限
り
で
は
、
他
に
写
本
も
存
在
し
な
い
こ
と
、
②
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
こ

と
か
ら
当
時
の
側
衆
を
考
察
す
る
う
え
で
は
、
重
要
な
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。以

下
に
、
同
史
料
の
全
文
翻
刻
を
提
示
し
た
い
。

―

凡
例―

①
漢
字
は
、
新
字
体
に
改
め
た
。

②
適
宜
、
句
読
点
・
中
黒
を
施
し
た
。

③
欠
字
は
一
字
あ
け
・
平
出
は
二
字
あ
け
と
し
た
。

④
Ａ
〜
Ｋ
の
表
記
は
筆
者
に
よ
る
。

【
史
料
】

　

御
幼
少
之
部　

御
側
衆
御
条
目

　
　
　
　
　

条
々

Ａ
一 

御
幼
少
被
成
御
座
候
と
て　
　

御
前
を
か
ろ
し
め
、
む
さ
と
仕
た
る
儀
於

被
言
上
者
、
当
座
応
御
気
色
候
と
も
、
御
心
の
ま
ゝ
に
な
ら
せ
ら
れ
候

ハ
ヽ
、
後
々
御
為
不
可
然
、
又
其
身
も
末
々
悪
事
に
可
成
事
、

Ｂ
一 

御
一
門
を
始
諸
大
名
并
外
様
之
面
々
に
被
相
頼
、
不
寄
何
事
取
持
た

て　

被
仕
間
敷
候
、
其
外
親
類
・
縁
者
・
知
音
之
好
を
以
て　

御
前
に
を

ひ
て
取
成
た
て
於
被
仕
者
、
以
来
御
為
に
不
成
儀
可
有
之
、
其
上
御
成
長

被
遊
、
其
身
を
も
不
届
可
被
思
召
事
、

　
　
　
　

 

付
、
直
に
不
申
上
候
と
も
於　

御
前
な
か
ま
に
て
話
之
様
に
右
之
取

沙
汰
可
有
之
儀
も
可
為
同
前
、
惣
而　

御
前
に
て
公
儀
を
か
ろ
し
め

私
の
話
猥
に
い
た
さ
る
ま
し
き
事
、

Ｃ
一 

中
悪
者
之
儀
た
り
と
い
ふ
と
も
、
私
之
遺
恨
を
も
つ
て
、
御
前
江
悪
様
於

言
上
者
、
右
可
為
同
前
事
、

Ｄ
一 

世
上
之
取
沙
汰
承
之
、
諸
人
善
悪
之
噂
む
さ
と　

御
前
江
被
申
上
間
敷

候
、
風
説
に
は
ひ
い
き

く
有
之
而
実
儀
者
ま
れ
、
大
形
者
虚
説
た
る

へ
く
候
間
、
是
又
同
前
御
為
に
も
不
可
然
、
勿
論
其
身
を
も
連
々
不
届
可

被
思
召
候
事
、

Ｂ

Ａ

※ 

Ａ
・
Ｂ
…
『
改
定
・
増
補　

内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』（
国
立
公
文
書
館
、
一
九
八
一

年
）、
ｐ
一
・
一
二
六
の
図
を
転
載
し
た
。



一
六

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）

Ｅ
一 

御
前
御
心
の
つ
か
せ
ら
れ
す
候
儀
を
し
ら
せ
ら
れ
、
能
事
と
存
候
と
も
、

む
さ
と
御
知
恵
付
た
て
被
申
上
候
ハ
ヽ
、
か
ん
か
へ
う
す
き
儀
有
之
而
、

以
来
の
さ
ゝ
は
り
に
可
罷
成
候
、
但
被
存
寄
儀
於
有
之
者
、
老
中
可
有
相

談
之
事
、

Ｆ
一 

被
召
上
物
并
御
め
し
物
、
其
外
御
遊
等
之
節
風
を
も
不
被
為
引
、
御
あ
や

ま
ち
不
被
遊
之
様
に
成
程
心
を
つ
け
可
被
申
候
、
雖
然
御
表
向
御
作
法
等

之
儀
者
、
縦
御
長
座
、
又
御
窮
屈
た
る
へ
き
儀
見
及
候
共
、
い
た
わ
り
奉

る
事
御
前
江
被
申
上
間
敷
候
、
若
以
来
御
気
ま
ま
に
も
な
ら
せ
ら
れ
候
へ

者
、
御
為
不
可
然
候
、
但
下
々
に
て
ハ
詮
議
い
た
さ
れ
、
其
趣
老
中
江
可

相
談
事
、

Ｇ
一 

不
寄
何
事
被　

仰
付
候
儀
如
何
被
存
候
事
於
有
之
者
、
先
御
請
旨
能
被
申

上
之
、
其
上
御
守
衆
者
老
中
迄
可
有
相
談
、
御
小
姓
衆
・
御
小
納
戸
衆
者

御
守
衆
江
可
被
相
談
事
、

Ｈ
一 

御
遊
興
之
節
、
下
々
の
風
俗
を
ま
な
ひ
御
初
に
も
御
行
儀
み
た
り
に
被
為

成
候
儀
被
申
上
間
敷
候
、
勿
論
御
遊
興
之
時
分
者
応　

御
意
候
様
に
御
相

手
に
可
罷
成
、
但
御
幼
少
に
被
成
御
座
候
と
て　

御
前
を
か
ろ
し
め
御
遊

過
候
ハ
ヽ
、
手
前
行
儀
猥
に
無
之
様
に
心
持
肝
要
事
、

Ｉ
一 

上
覧
物
并
御
遊
興
等
之
事
、
被　

仰
出
候
儀
者
各
別
、
此
方
よ
り
被
申
上

候
に
は
後
々
迄
も
御
稽
古
又
者
、
御
た
し
な
み
に
も
可
成
、
事
之
外
、
或

可
応　

御
気
色
と
な
し
、
或
面
々
す
き
た
る
義
と
て
当
座
之
御
遊
興
に
て

卆
競
御
為
に
不
可
然
儀
を
ハ
被
申
上
ま
し
き
事
、

Ｊ
一 

御
新
た
か
と
い
ふ
と
も
於　

殿
中
高
雑
談
又
不
行
儀
有
之
、
自
然
喧
嘩
・

口
論
出
来
候
者
、
是
又
御
為
に
不
可
然
候
之
間
、
不
断
物
毎
に
入
念
猥
之

儀
無
之
様
に
可
被
嗜
事
、

Ｋ
一 

御
前
近
面
々
并
奥
之
坊
主
共
に
い
た
る
迄
、
常
々
心
を
つ
け
、
或
酒
狂
、

或
け
む
り
な
る
於
有
之
者
、
不
寄
誰
人
、
老
中
ま
て
早
々
其
趣
有
体
に
可

申
達
、
不
慮
に
狂
乱
之
輩
者
、
所
を
き
ら
ふ
へ
か
ら
さ
る
の
間
、
雖
不
及

申
、
不
断
其
心
か
け
肝
要
事
、

　
　

 

右
条
々
可
被
相
守
、
此
旨
若
違
背
之
族
於
有
之
者
、
或
背
御
為
、
或
可
為

万
人
之
妨
、
然
間
以
一
心
曲
節
奉
対
公
儀
、
不
儀
甚
深
之
至
、
不
軽
其
科

之
間
、
此
条
目
毎
度
遂
披
見
二
六
時
中
無
懈
怠
、
可
相
嗜
者
也
、

　
　
　
　

 

慶
安
四
年
十
二
月
廿
八
日

２　
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「
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安
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側
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全
」
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に
つ
い
て

「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
は
、
本
文
冒
頭
に
「
御
幼
少
之
部　

御
側
衆
御

条
目
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
幼
少
の
将
軍
に
近
侍
す
る
御
側
衆
（
御
守
衆
・
御

小
姓
衆
・
御
小
納
戸
衆
）
の
守
る
べ
き
規
定
で
あ
る
（
徳
川
家
綱
は
、
寛
永
十
八

年
八
月
三
日
生
ま
れ
で
あ
り
、
慶
安
四
年
当
時
は
、
十
歳
で
あ
る
）。

本
章
で
は
、
全
十
一
ヶ
条
（
Ａ
〜
Ｋ
）
の
記
事
を
内
容
別
に
分
類
し
、
考
察
し

て
み
た
い
。
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（
１
）
礼
儀
作
法

こ
こ
で
は
、
側
衆
の
勤
務
中
に
お
け
る
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
の
規
定
、
Ａ
・

Ｈ
・
Ｉ
・
Ｊ
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
Ａ
で
は
、
将
軍
が
幼
少
で
あ
っ
て
も
、
側
衆
が
御
前
を
軽
ん
じ
る
よ
う
な

こ
と
を
将
軍
に
対
し
て
発
言
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
次
に
Ｈ
・
Ｉ
で
は
、
上

覧
物
や
遊
興
に
お
い
て
は
、
将
軍
の
意
向
に
沿
っ
て
仕
え
る
べ
き
で
あ
り
、
将
軍

の
行
儀
が
悪
く
な
る
よ
う
な
発
言
を
側
衆
が
将
軍
に
対
し
て
言
う
こ
と
を
禁
じ
て

い
る
。
さ
ら
に
Ｊ
で
は
、
殿
中
で
の
雑
談
は
、
喧
嘩
・
口
論
の
も
と
に
な
る
か
ら
、

将
軍
の
た
め
に
よ
く
な
い
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
将
軍
に
対
し
て
は
、
側
近
で
あ
る
側
衆
で
あ
っ
て
も
む
や
み
に
発
言

す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
禁
止
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）
取
成
し
の
禁
止

将
軍
は
、
幕
府
の
政
策
決
定
に
お
け
る
最
終
判
断
を
す
る
た
め
、
将
軍
の
御
側

近
く
仕
え
る
将
軍
側
近
は
、
将
軍
へ
の
直
接
的
な
政
治
的
影
響
力
を
期
待
さ
れ
る

存
在
で
あ
っ
た

9

。

条
文
Ｂ
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
門
大
名
か
ら
外

様
大
名
ま
で
、
誰
に
頼
ま
れ
て
も
、
将
軍
と
の
間
を
取
り
持
つ
よ
う
な
こ
と
を
し

て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、
親
類
・
姻
戚
・
知
人
の
嗜
好
の
た
め
に
、
将
軍
に
対
し

て
仲
介
し
た
り
し
て
は
、
将
軍
の
後
々
の
た
め
に
よ
く
な
い
と
し
、
直
接
将
軍
に

言
わ
な
く
て
も
、
側
衆
の
仲
間
内
で
、
そ
の
よ
う
な
話
を
す
る
の
も
同
様
で
あ
り
、

公
儀
を
軽
ん
じ
た
行
為
で
あ
る
、
と
禁
止
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
将
軍
の
側
近
く
に
仕
え
る
と
い
う
職
掌
上
、
諸
大
名
や
親
類
な
ど
か

ら
、
将
軍
へ
の
取
成
し
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
を
老
中
ら
が
懸
念
し
、
基
本
的
に
は

禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）
讒
言
の
禁
止

条
文
Ｃ
・
Ｄ
に
は
讒
言
の
禁
止
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
に
よ
れ
ば
、
仲

の
悪
い
も
の
に
関
す
る
讒
言
を
禁
止
し
て
い
る
。
Ｄ
に
よ
れ
ば
、
世
間
に
お
け
る

噂
話
を
聞
い
た
と
し
て
も
、
む
や
み
に
将
軍
に
伝
え
て
は
い
け
な
い
、
と
禁
止
し

て
い
る
。
こ
れ
も
、
将
軍
に
近
侍
す
る
職
掌
を
利
用
し
て
悪
事
を
行
わ
な
い
よ
う

に
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
老
中
へ
の
伺
い
に
つ
い
て

・
老
中
へ
の
伺
い
①　

―

将
軍
へ
の
諫
言―

条
文
Ｅ
に
よ
れ
ば
、
将
軍
の
至
ら
な
い
点
が
あ
っ
た
場
合
の
対
処
方
法
が
記
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
側
衆
が
将
軍
の
至
ら
な
い
点
に
気
づ
い
た
場
合
、
将
軍

に
直
接
伝
え
る
と
、
む
や
み
に
知
恵
を
付
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
何
か

思
い
つ
く
こ
と
が
あ
れ
ば
老
中
ま
で
相
談
す
る
よ
う
に
、
と
義
務
付
け
て
い
る
。

・
老
中
へ
の
伺
い
②　

―

将
軍
の
教
育
に
関
し
て―

条
文
Ｆ
に
よ
れ
ば
、
将
軍
の
日
常
生
活
に
お
い
て
風
邪
な
ど
を
ひ
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
表
向
き
で
の
作
法
な
ど
、
人
目
の

多
い
場
所
で
は
、
た
と
え
将
軍
が
窮
屈
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
側
衆
は
将
軍
に
対
し
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て
い
た
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
う
こ
と
禁
止
し
、
も
し
将
軍
が
窮
屈
そ
う
な
場
合

は
、
御
側
衆
で
詮
議
し
た
ら
、
そ
れ
を
老
中
に
相
談
す
る
よ
う
に
、
と
義
務
づ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

・
老
中
へ
の
伺
い
③　

―

将
軍
か
ら
の
言
い
つ
け―

条
文
Ｇ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
側
衆
に
対
し
て
将
軍
か
ら
言

い
つ
け
が
あ
り
、
そ
の
言
い
つ
け
の
内
容
に
関
し
て
側
衆
が
意
見
を
持
っ
た
場
合

も
、
ま
ず
は
否
定
せ
ず
、
将
軍
に
は
お
請
す
る
旨
を
伝
え
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の

役
職
に
よ
っ
て
処
理
手
順
が
異
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
図
示
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

つ
ま
り
将
軍
か
ら
の
言
い
つ
け
に
関
し
て
御
側
衆
が
意
見
を
持
っ
た
場
合
、
御

守
衆
は
、
老
中
に
相
談
す
る
。
御
小
姓
衆
・
御
小
納
戸
衆
は
、
御
守
衆
に
相
談
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
も
し
将
軍
の
言
い
つ
け
に
対
し
て
意
見
を
持
っ
た
場
合

は
、
各
自
で
判
断
せ
ず
に
、
最
終
的
に
は
老
中
へ
伺
い
を
立
て
る
形
式
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

・
老
中
へ
の
伺
い
④　

―

殿
中
で
の
狂
乱
者―

条
文
Ｋ
は
、
側
衆
の
み
な
ら
ず
、
奥
の
坊
主
ま
で
に
該
当
す
る
規
定
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
突
然
狂
乱
す
る
者
が
い
た
場
合
に
は
、
老
中
へ
報
告
す
る
よ
う
に
、

と
義
務
づ
け
て
い
る
。

以
上
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、
側
衆
は
将
軍
側
近
と
い
う
職
務
上
、
将
軍
と
直

接
会
話
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
大
名
・
親
類
か
ら
の
取
成
依
頼
を

受
け
る
こ
と
、
他
人
の
讒
言
を
将
軍
に
伝
え
る
こ
と
、
将
軍
に
対
し
て
直
接
側
衆

の
意
見
を
言
う
こ
と
な
ど
全
体
的
に
将
軍
へ
の
発
言
に
関
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
将
軍
へ
の
政
治
的
な
影
響
を
期
待
さ
れ
る
存
在
で
は
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
、
政
治
的
な
こ
と
に
は
関
与
し
な
い
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

３　

側
衆
就
任
者
の
分
析

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
申
し
渡
し
対
象
の
御
側
衆
と
は
、
の
ち
に
役
職
と

し
て
確
立
す
る
側
衆
で
は
な
い
。
こ
こ
で
対
象
と
す
る
の
は
汎
称
と
し
て
の
御
側

衆
、
つ
ま
り
将
軍
の
御
側
の
衆
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
御
守
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衆
・
御
小
姓
衆
・
御
小
納
戸
衆
が
相
当
す
る
。

そ
こ
で
申
し
渡
し
当
時
の
「
御
側
の
衆
」
の
構
成
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い

【
表
１
】。
当
時
の
「
御
側
の
衆
」
は
、
御
守
衆
四
人
、
御
小
姓
衆
八
人
、
御
小
納

戸
衆
九
人
の
合
計
二
十
一
人
に
よ
り
構
成
さ
て
い
た
。

【
表
１
】

№

役
職

姓
名

就
任
期
間

年
齢

前
任
職

後
任
職

知
行
高

役
職
履
歴

一

御
守
衆

佐
久
間
信
濃
守
頼
直
慶
安
三
・
九
・
八
〜
天
和
一
・
一
〇
・
六

四
四
小
姓
組
番
士

卒

七
〇
〇
小
姓
組
番
士
↓
御
守
↓
卒

二

御
守
衆

安
藤
備
後
守
正
頼

慶
安
三
・
九
・
八
〜
寛
文
一
・
七
・
二
一

不
明
書
院
番
士

辞

八
〇
〇
小
姓
組
番
士
↓
書
院
番
士
↓
御
守
↓
辞

三

御
守
衆

松
平
備
中
守
正
成

慶
安
三
・
九
・
八
〜
寛
文
三
・
八
・
一
六

四
二
小
姓
組
番
士

卒

八
〇
〇
小
姓
組
番
士
↓
御
守
↓
卒

四

御
守
衆

内
藤
筑
後
守
重
種

慶
安
三
・
九
・
八
〜
万
治
二
・
一
〇
・
二

不
明
小
姓
組
番
士

辞

六
五
〇
小
姓
組
番
士
↓
御
守
↓
閉
門
↓
御
守
↓
辞

五

御
小
姓

松
平
美
濃
守
信
興

（
一
）
慶
安
四
・
六
・
一
三
〜
万
治
三
・
一
一
・
二
五
（
小
姓
）

（
二
） 

万
治
三
・
一
一
・
二
五
〜
寛
文
七
・
一
・
二
五
（
小
姓

兼
小
姓
組
番
頭
）

一
二
な
し

側
衆

な
し

小
姓
↓
小
姓
兼
小
姓
組
番
頭
↓
側
衆
↓
若

年
寄
↓
大
坂
城
代
↓
京
都
所
司
代
↓
卒

六

御
小
姓

松
平
壱
岐
守
英
信

（
二
）
慶
安
四
・
六
・
一
三
〜
明
暦
二
・
四
・
二
九

一
八
中
奥
に
侯
す

卒

な
し

家
綱
勤
仕
↓
中
奥
に
侯
す
↓
小
姓
↓
卒

七

御
小
姓

岡
部
安
房
守
豊
明

（
一
）
寛
永
一
八
・
〜
？

（
二
）
慶
安
四
・
六
・
一
三
〜
万
治
一
・
閏
一
二
・
八

一
〇
な
し

中
奥
に
侯
す
な
し

小
姓
↓
中
奥
に
侯
す
↓
小
姓
↓
辞

八

御
小
姓

大
久
保
出
羽
守
忠
朝
寛
永
一
八
・
〜
万
治
三
・
一
一
・
二
五

一
〇
な
し

小
姓
組
番
頭
な
し

小
姓
↓
小
姓
組
番
頭
↓
老
中

九

御
小
姓

牧
野
因
幡
守
富
成

寛
永
一
八
・
一
〇
・
三
〜
寛
文
二
・
一
一
・
一
六

一
四
な
し

表
奉
仕

な
し

小
姓
↓
表
奉
仕
↓
奏
者
番

一
〇
御
小
姓

菅
沼
越
中
守
定
賞

寛
永
一
八
・
一
〇
・
三
〜
？

九

な
し

中
奥
に
侯
す
な
し

小
姓
↓
寄
合

一
一
御
小
姓

松
平
兵
庫
頭
直
政

慶
安
四
・
六
・
一
三
〜
？

一
一
表
に
侯
す

寄
合

な
し

小
姓
↓
表
に
侯
す
↓
小
姓
↓
寄
合

一
二
御
小
姓

久
津
見
又
介
頼
久

慶
安
三
・
九
・
四
〜
明
暦
二
・
五
・
四

一
三
な
し

卒

な
し

小
姓
↓
卒

一
三
御
小
納
戸
梶
川
庄
左
衛
門
重
昌
慶
安
三
・
八
・
晦
〜
万
治
三
・
九
・
四

四
八
御
膳
奉
行

卒

三
〇
〇
書
院
番
士
↓
御
膳
奉
行
↓
小
納
戸
↓
卒

一
四
御
小
納
戸
万
年
佐
左
衛
門
貞
頼
慶
安
三
・
八
・
晦
〜
寛
文
七
・
一
二
・
二
六

三
七
大
番
士

新
番
頭

二
〇
〇
大
番
士
↓
小
納
戸
↓
新
番
頭
↓
卒

一
五
御
小
納
戸
鵜
殿
十
左
衛
門
長
興
慶
安
三
・
八
・
晦
〜
延
宝
五
・
九
・
二
六

三
五
御
膳
奉
行

留
守
居
番

二
〇
〇
小
姓
組
番
士
↓
御
膳
奉
行
↓
小
納
戸
↓
留

守
居
番
↓
辞

一
六
御
小
納
戸
甲
斐
五
左
衛
門
政
之
慶
安
四
・
六
・
一
三
〜
延
宝
八
・
一
二
・
二
五

（
寛
文
一
・
八
・
一
六
〜
寛
文
一
・
一
二
・
一
六
は
閉
門
）

不
明
中
奥
に
侯
す

辞

三
〇
〇
小
姓
組
番
士
↓
中
奥
に
侯
す
↓
小
納
戸
↓

小
普
請
↓
辞

一
七
御
小
納
戸
松
平
次
郎
兵
衛
清
行
慶
安
四
・
六
・
一
三
〜
寛
文
一
〇
・
五
・
一
五

三
〇
中
奥
番
士

卒

三
〇
〇
小
姓
組
番
士
↓
中
奥
番
士
↓
卒

一
八
御
小
納
戸
宮
崎
半
十
郎
政
泰

慶
安
三
・
八
・
晦
〜
寛
文
五
・
八
・
六

三
一
大
番
士

伏
見
町
奉
行
二
〇
〇
大
番
士
↓
小
納
戸
↓
伏
見
町
奉
行
↓
京
都

町
奉
行
兼
伏
見
町
奉
行
↓
寄
合

一
九
御
小
納
戸
遠
山
半
左
衛
門
景
則
慶
安
三
・
八
・
晦
〜
寛
文
八
・
一
一
・
八

不
明
三
丸
番

大
坂
定
番

五
〇
〇
大
番
士
↓
三
丸
番
↓
小
納
戸
↓
小
納
戸
新

番
頭
↓
大
阪
定
番
↓
寄
合

二
〇
御
小
納
戸
山
岡
十
兵
衛
景
次

慶
安
三
・
八
・
晦
〜
寛
文
九
・
七
・
一
九

不
明
三
丸
勤
仕

辞

五
〇
〇
小
姓
組
番
士
↓
三
丸
勤
仕
↓
西
丸
小
納
戸

↓
辞

二
一
御
小
納
戸
成
瀬
惣
右
衛
門
重
治
慶
安
三
・
八
・
晦
〜
延
宝
五
・
九
・
二
六

不
明
大
番
士

留
守
居
番

七
〇
〇
大
番
士
↓
小
納
戸
↓
留
守
居
番
↓
寄
合

こ
の
表
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
）、
藤
井
譲
治
監
修
『
江
戸
幕
府
日
記
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
り
作
成
し
た
。



二
〇

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）

ま
ず
、
御
守
衆
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
№
１
〜
４
）。
四
人
と
も
前
年
の
慶

安
三
年
九
月
八
日
に
就
任
し
て
い
る
。
知
行
高
は
、
六
五
〇
〜
八
〇
〇
石
で
あ
る
。

前
任
職
は
、
小
姓
組
番
士
（
三
人
）
と
書
院
番
士
（
一
人
）
で
あ
る
。
そ
し
て

昇
進
経
路
上
、
必
ず
小
姓
組
番
士
を
経
験
し
て
い
る
者
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
後

任
職
は
、
辞
あ
る
い
は
卒
で
あ
り
、
と
く
に
転
任
先
は
な
い
。

次
に
御
小
姓
衆
を
見
て
み
よ
う
（
№
５
〜
１
２
）。
就
任
者
の
在
職
年
数
は
、

二
パ
タ
ー
ン
あ
り
、
①
寛
永
一
八
年
、
家
綱
誕
生
当
時
か
ら
就
任
し
て
い
る
古
参

の
者
（
三
名
）、
②
慶
安
三
年
あ
る
い
は
四
年
に
就
任
し
て
い
る
新
参
の
者
（
五

名
）、
に
分
類
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
者
を
別
個
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

➀
… 

大
久
保
出
羽
守
忠
朝
は
、
十
歳
か
ら
仕
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
二
十
歳
。

役
職
履
歴
を
見
て
み
る
と
、
御
小
姓
衆
離
任
後
は
、
小
姓
組
番
頭
を
経
て
、

老
中
ま
で
昇
進
し
て
い
る
。
牧
野
因
幡
守
富
成
は
、
就
任
当
時
十
四
歳
、

こ
の
時
二
十
四
歳
。
役
職
履
歴
は
、
御
小
姓
衆
離
任
後
は
、
奏
者
番
ま
で

昇
進
し
た
。
菅
沼
越
中
守
定
貞
は
、
就
任
当
時
九
歳
、
こ
の
時
十
九
歳
、

小
姓
か
ら
寄
合
に
な
っ
て
い
る
。
岡
部
安
房
守
豊
明
は
、
初
就
任
時
は
九

歳
、
再
任
時
（
慶
安
四
年
）
は
十
九
歳
、
そ
の
後
の
転
任
先
は
な
い
。

➁
… 

松
平
美
濃
守
信
興
は
、
こ
の
時
十
二
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
小
姓
組
番

頭
、
御
側
、
若
年
寄
、
大
坂
城
代
、
京
都
諸
司
代
に
就
任
し
た
。
松
平
壱

岐
守
英
信
は
、
十
八
歳
で
あ
る
。
松
平
兵
庫
頭
直
政
は
、
こ
の
時
十
一
歳
、

小
姓
の
あ
と
寄
合
と
な
る
。
久
津
見
又
介
頼
久
は
、
こ
の
時
十
四
歳
で
あ

り
、
と
く
に
昇
進
は
な
い
。

小
姓
に
関
し
て
共
通
し
て
い
る
の
は
、
初
就
任
時
が
幼
少
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
十
年
以
上
の
古
参
も
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
御
小
納
戸
衆
を
み
て
み
よ
う
（
№
１
３
〜
２
１
）。
年
齢
は
、
三
十
代

〜
四
十
代
が
中
心
で
あ
り
、
就
任
年
は
、
慶
安
三
・
四
年
で
あ
る
。
知
行
高
は
、

二
〇
〇
〜
七
〇
〇
ま
で
い
る
。
昇
進
経
路
は
、
小
姓
組
番
士
、
大
番
士
、
書
院
番

士
な
ど
の
番
士
筋
を
必
ず
経
由
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目
（
全
）」
に
関
す
る
、
一
・
書
誌

的
考
察
、
二
・
条
文
の
分
析
、
三
・
側
衆
就
任
者
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
明
ら
か

に
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

一
、 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目
（
全
）」
に
収
録
さ
れ
る
条

文
は
、『
徳
川
実
紀
』
に
酷
似
す
る
条
文
が
記
さ
れ
る
も
の
の
、
ほ
か
に

写
本
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
同
書
は
江
戸
城
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵

本
で
あ
る
。

二
、 

側
衆
は
将
軍
側
近
と
い
う
職
務
上
、
将
軍
と
直
接
会
話
が
で
き
る
立
場
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
大
名
・
親
類
か
ら
の
取
成
依
頼
を
受
け
る
こ
と
、
将

軍
に
対
し
て
直
接
側
衆
の
意
見
を
言
う
こ
と
、
他
人
の
讒
言
を
将
軍
に
伝

え
る
こ
と
、
な
ど
全
体
的
に
将
軍
へ
の
発
言
に
関
す
る
こ
と
を
規
制
す
る

条
文
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
将
軍
へ
の
政
治
的
な

影
響
を
期
待
さ
れ
る
存
在
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
政
治
的
な
こ
と

に
は
関
与
し
な
い
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



二
一

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）

三
、 

条
文
申
し
渡
し
時
に
お
け
る
御
側
衆
は
、
御
守
衆
四
人
・
御
小
姓
衆
八

人
・
御
小
納
戸
衆
九
人
の
計
二
十
一
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。

御
守
衆
は
、
い
ず
れ
も
慶
安
三
年
就
任
者
で
あ
り
、
昇
進
経
路
上
、
必
ず
小

姓
組
番
士
を
経
由
し
て
い
た
。
御
小
姓
衆
は
、
①
寛
永
十
八
年
、
家
綱
将
軍
就
任

時
か
ら
の
就
任
者
、
②
慶
安
三
・
四
年
の
就
任
者
の
二
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。

昇
進
経
路
を
み
る
と
、
な
か
に
は
、
老
中
や
奏
者
番
に
な
る
も
の
も
い
た
。
御
小

納
戸
衆
は
、
慶
安
三
・
四
年
に
就
任
し
て
お
り
、
昇
進
経
路
上
は
番
士
筋
を
必
ず

経
由
し
て
い
る
。

以
上
、「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
検
討
に
よ
り
、
慶
安
期
に
お
け
る
御

側
衆
は
、「
御
側
御
奉
公
」
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
御
守
衆
・
御
小
姓
衆
・

御
小
納
戸
衆
な
ど
の
将
軍
の
御
側
の
衆
を
表
す
汎
称
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
慶
安
期
（
一
六
四
八
〜
一
六
五
一
）
段
階
で
は
御
側

衆
が
汎
称
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
側
衆
が
制
度
と
し
て
確
立
す
る
過
程
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

注1

　

 

松
平
太
郎
『
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』、
武
家
制
度
研
究
会
、
一
九
一
九
年
。

　

2

　

 

北
原
章
男
「
家
光
政
権
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
」、『
論
集
日
本
歴
史
七
・
幕
藩
体
制

一
』、
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
。

　

3

　

 

藤
井
譲
治
監
修
『
江
戸
幕
府
日
記―

姫
路
酒
井
家
本―

』
第
九
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
〇
三
年
。

　

4

　

 『
国
書
総
目
録
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
。

　

5

　

 

国
史
大
系
編
修
会
『
新
訂
・
増
補   

国
史
大
系   

第
四
十
一
巻   

徳
川
実
紀   

第
四

巻
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
。

　

6

　

 

石
井
良
助
校
訂
『
近
世
法
制
史
料
叢
書―

武
家
厳
制
録―

』
第
三
巻
、
創
文
社
、

一
九
五
九
年
。

　

7

　

 

前
掲
注
（
３
）

　

8

　

 『
改
定
・
増
補　

内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』、
国
立
公
文
書
館
、
一
九
八
一
年
。

　

9

　

 

堀
新
「
官
位
昇
進
運
動
か
ら
み
た
藩
世
界―

岡
山
藩
主
池
田
継
政
の
場
合―

」、

『
藩
世
界
と
近
世
社
会
』、
岡
山
藩
研
究
会
編
、
二
〇
一
〇
年
。

﹇
付
記
﹈
な
お
、「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
写
真
版
を
次
ペ
ー
ジ
以
降
掲

載
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。



二
二

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）



二
三

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
安
中
御
側
衆
条
目　

全
」
の
基
礎
的
考
察
（
小
林
）


